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警察の犯罪被害者支援の取組みについて
福島県警察本部　県民サービス課 　

犯罪被害者支援室長　大須賀　　靖　
　

　犯罪や事故による被害者の方々を支えるため、日々ご尽力されてい
る公益社団法人ふくしま被害者支援センターの職員の皆様方、そして
これら活動を支えていらっしゃる会員等の皆様方には、平素より、警
察が行う犯罪被害者支援業務に対しまして、ご支援・ご協力を賜って
おりますこと、この場をお借りして厚く御礼を申し上げます。
　さて、皆様方のお力添えをいただきながら、犯罪や事故のない安全で安心な社会の実現を目
指し、様々な取組みを推進しておりますが、残念ながら、犯罪や交通事故は日々発生し、その
被害者（ご遺族を含む。）は、命を奪われる（ご家族を失う）、けがをする等の直接的な被害に加
え、心身の不調、経済的困窮、風評など被害後に生じる様々な問題に直面しておりますことも
現実であります。
　県警察といたしましては、こうした被害者等の現状を踏まえ、事件・事故に遭われた方に対
しましては、「被害者の手引」を配布し、被害者等が利用できる支援制度、相談窓口や刑事手続
等を包括的に説明しているほか、捜査の状況や加害者の処分等の連絡や病院等の付添いなどの
支援などを実施しています。また、警察本部に臨床心理士を配置（本年４月からは複数配置予
定）し、専門的なカウンセリングを行っているほか、殺人などの犯罪行為により亡くなられた
方の遺族や重傷病を負った犯罪被害者等に給付金を支給する犯罪被害者給付制度や事件立証上
必要な診断書や性犯罪被害者に係る緊急避妊に要する費用、一時避難場所の使用料などを公費
で負担する制度を運用しています。さらに、広報啓発活動といたしまして、中高生を対象とし
た犯罪被害に関する授業や、地域での各種会合時を利用したミニ講座などを実施する「被害者
に優しいふくしまの風運動」を皆様方のご協力をいただきながら積極的に展開しているところ
です。
　これら施策に加えまして、支援センター、県産婦人科医会と共同運用しております性暴力等
被害救援協力機関（SACRAふくしま）の活動支援、関係機関・団体との更なる連携強化や民間
ボランティアの育成支援など、取り組むべき事項も多くございますが、県警本部被害者支援室
員一同、被害者の方々に寄り添った、きめ細やかな各種支援業務に一層努めてまいる所存です
ので、今後とも皆様方のご指導・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、ふくしま被害者支援センターのますますのご発展と被害者支援の輪が広く県民の皆
様方に広がることをご祈念申し上げご挨拶とさせていただきます。
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平成27年度第３回理事会の開催
　去る１月21日（木）、福島市内「ホテル福島グリーンパレス」において、平成27年度第３
回理事会を開催されました。
◯平成27年度補正予算案について
◯特定個人情報の適正な取り扱いに関する規定（案）について
◯平成27年度賛助会員の承認について（平成27年８月から12月）
　の３議案が上程され、慎重審議により全ての議案が可決されました。
　その後、
◯平成28年度預保納付金助成事業について
◯平成27年度支援・相談業務概況について
◯平成27年「SACRAふくしま」運用状況について
◯被害者支援活動員の新規採用（案）について
　の４報告は全て承認されました。

　支援を担当する相談員の知識・技能の向上のため、犯罪被害者支援に携わる弁
護士との合同勉強会を開催しました。
　また、福島地方裁判所では、裁判の傍聴と担当者から業務の説明を受けました。

・第６回犯罪被害者支援合同勉強会
　平成27年12月８日（火）午後１時30分～
　福島市保健福祉センター
　参加者　
　　弁護士　４名
　　センター職員　11名

・平成27年度第５回全体研修会
　平成28年２月２日（火）午後１時～
　福島地方裁判所
　参加者　
　　センター職員　18名
　　被害者支援活動養成研修受講者　５名

研 修 風 景

（２月２日）福島地方裁判所での研修風景
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　被害者の気持ちや状況について理解し、被害者支援活動ボランティアとし参加していただける方10
名に対し、昨年12月に「平成27年度ボランティア活動員養成講座」を開講し、本年、２月19日まで９回
に渡り、弁護士・臨床心理士・産婦人科医師・警察官・関係機関職員（裁判所・法テラス・みやぎセン
ター）等専門的知識を有する方から被害者に対するサポートや被害者遺族から生の声を聞き、被害者
心理と支援の必要性について研修を行いました。研修後、受講者に修了証書・任命書を交付しました。

平成27年度ボランティア活動員養成講座

・養成研修会の風景

・支援活動員を志望した動機

　在職中に考えていました退職後の計画の一
つに、ボランティアへの参加がありました。
　よって、退職し、退職後の生活にも慣れて
来た時（現在）、参加すべきボランティアを捜
していました。そこに今回の募集案内があり
ましたので応募したものです。　　  60代　男性

　仕事リタイヤ後、私のような者でも何か人
様のお役に立つことが出来ればと思い応募し
ました。長年、企業で‶効率”が最高規範とい
う思考回路を持った私にとって、不安もあり
ますが当該養成研修会は新鮮なものと感じて
います。　　　　　　　　　　　　  60代　男性

　ニュースに、事件の犯人が捕まり裁判結果
を知るとこれで一件落着かと思っていた。あ
る日、ストーカー被害に遭った家族の辛さを
知り心が締め付けられる思いをした。自分に
も何か出来ることはないかと思い、研修に挑
戦することにした。皆さんに置いて行かれな
いように頑張りたい。　　　　　　  60代　女性

　主人を事故で亡くしてから、残りの人生は、
子供たちと過ごす時間を大切にしながら、誰
かのために使いたいと思うようになりました。
たくさんの方々に助けてもらい、今がありま
す。つらい想いに寄り添えるような活動員に
なりたいです。　　　　　　　　　  40代　女性

　両親の看護介護や職場での辛い状況時に周り
の方々に支えていただき乗り越えることが出来ま
した。その時の感謝の思いをお返ししたいと思い
まして、苦しんでいる人や孤独を感じている人が
声をあげて一歩を踏み出す時のお手伝いができれ
ばとの気持ちで、支援活動員に志望しました。　

　50代　女性

　幼い頃より犯罪を嫌い、警察官になる事を夢
見る子どもでした。危機管理の勉強をしていく中
で、犯罪者が無罪になる事や社会復帰支援などを
耳にした時、被害者や被害者家族の事は、どうす
るんだと常々思っていました。
　当センターの活動を知り、思っていた事は、
これだと思い応募しました。

　　　　   40代　男性

　トラウマを抱えた方への支援に携わりたいと思い、
被害者支援活動員を志望しました。活動を通して、
本人への直接支援や環境調整など、被害者支援の
実際について学ばせていただければと思います。

20代　女性

　突然全く予想もつかない事件・事故に巻き込ま
れ、多くの被害者は何処にこの気持ちを……という
思いを抱いていることと思う。このような気持を少
しでも受け止めさせていただければ、いいなぁとい
う考えで応募させて頂きました。　　　   70代　男性

修了式
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　実務に就いてから、つれずれなるままに記している
ノートを紐解くと、平成26年７月18日に第１回目の電話
相談デビューを果たし、今日（平成28年２月３日）で54回
目の出番ということになります。
　電話相談業務に就いて１年半余りを振り返ってみます
と、常に念頭にあったのは不連続の限られた出番のなか
で、いかに自分自身のモチベーションを維持し、いかに
センターへの帰属意識を育んでいくかということでした。
　そのために第１に、センターへの出番を増やし直接的
体験を重ねること。
　第２に、多くの既存事例に接し、間接的体験を積むこ
と。
　第３に、ブース内の各種資料を読破することを目標に
し、現在、未だ道半ばではありますが、少し自分の立ち
位置が見えてきつつある今日この頃です。

　　60歳代　男性支援員

　『犯罪支援者が無縁である』と『犯罪支援者が無援である』
では言葉の響きは似ていても内容が異なるものである。
　無縁は縁が無く関係の無い事を意味し、無援は助けの無
い事を意味する。多くの方が、犯罪とは無縁であって欲し
いと願い、不幸にも犯罪の被害者に遭われた方が無援にな
らないように望んでいる。
　犯罪被害者にとって、親身になって相談に乗って頂ける
場所があるというのはどれだけ心強い事だろう。
　私は、犯罪被害者支援員として関わりを持てた事を誇り
に思う。まだ、支援員として未熟で知識も足りないが、今
以上に精進し微力ながら役立ちたいと思っている。

40代　女性支援員

　支援活動員として、電話対応ブースに入るようになっ
てから１年が過ぎました。
　改めて感じることは、被害に遭われた方々の心に寄り
添う場の大切さです。被害者支援センターが全国にある
ことは、苦しみや葛藤を一人で耐えたり、抱え込んだり
しなくても良いのだと、被害者の心の拠り所として、再
び、日常の平穏な生活を取り戻せる支えとして重要な位
置にあることを感じています。
　ただ、私自身は経験の少なさ、浅さ、何が本当の支援
であるのか悩みながらの日々です。それでも事務局の方
や先輩支援活動員の皆様の力強いサポートのおかげで、
多くのことを学びながら活動してます。
　被害者の方々が少しでも早く穏やかな気持で日々を過
ごせるよう支援してまいります。

30歳代　女性支援員

　阪神淡路大震災が発生して21年が経過した。当時、母親
を災害で亡くしてから今日まで心の整理がつくまで20年が
必要であったとある女性がふり返った。親族を亡くした場
合、自然災害でも交通事故であっても癒やされることなど
決してないのだということ、あるいは整理がつくまでは長
い年月が必要であることが理解できる。
　被害者支援センターには、犯罪被害や交通事故被害、性
暴力被害などの相談が日々寄せられる。極めて突発的に発
生するこれらの被害者の方々にどう向き合えばよいのか本
当に悩むことが多い。支援活動員の言動が、被害者の方を
傷つけていないか、などとも考えてしまう。
　支援活動員となってまだ経験が少ないため、きちんとし
た対応はできないでいるのが現状であるが、被害者の方々
の話をよく聞いてその中からどんな支援ができるのかを考
えながら、今後活動していきたい。

60歳代　男性支援員

　被害者支援活動員となって１年半余りが過ぎますが、最
初の頃は不安で、電話が来ないことを祈っていました。初
めての電話も一人で対応できない相談でしたが、諸先輩や
センターの方々と話し合いをしたことで的確な相談対応が
できました。このような体制のおかげで私は安心して対応
ができるようになり、さらに、「経験が成長させてくれる。」
という先輩の言葉に勇気付けられました。また、相談者を
前にしての面接相談の支援も初めて経験させていただきま
したが、先輩方の対応や姿勢には学ぶことばかりでした。
　電話相談でも面接相談でも大事なことは、相談者の話を
聴く、傾聴することですが、同時にその難しさもかんじて
います。これから多くの経験を重ね、自己研鑽や諸先輩方
の経験や実際の対応から学んだ知識をもとに、相談者の気
持ちに寄り添った的確な支援ができるようになりたいと
思っています。

50歳代　女性支援員

　私は、第三期生の支援員として平成26年７月から月１～
２回の活動しかしていないため、今までも受けた相談件数
はあまり多いとは言えないし、相談内容もどう対応してよ
いかと思い悩んだようなこともなく１年半が過ぎてしまっ
た。
　記録報告を見ると先輩支援員の皆さんは、様ざまな難し
い事案に対しても相談者に対し的確にアドバイスがされて
いていつも感心をしているところである。
　日頃から幅広く情報の取得に心掛けて、センターで行わ
れる全体研修には出来るだけ参加し、先輩支援員の皆さん
に一歩でも近づけるようにしたいと思っている。

60歳代　男性支援員

　平成26年に研修を受け支援活動員として１年以上経過し
ました。研修においても電話相談業務においても、根幹に
あるのは「傾聴」ということを学びました。
　最近は、学校でも社会でも自分で考え、しっかりした意
見を持ち、発言することが求められていて、これ自体は生
きて行くうえで非常に重要なことです。しかし、これに過
度に固執すると人の意見は聞かない、他人の気持ちはわか
らない状況になります。現代社会を生きにくくしている一
因かもしれません。支援活動員は、このような態度では勤
まりません。業務を通じて「傾聴」を体験し、自分を客観的
に見つめ直す良い機会を得ることができました。また、事
件や事故のニュースに接した時、被害者や社会を見る視点
が変化しました。これは私の人生において目に見えない大
きな宝です。

　　　　　　　　　　　　　 60歳代　男性支援員

被害者支援活動員として
１年を経過して感じたこと

１年経過後の支援活動員の感想１年経過後の支援活動員の感想

平成27年度 第７回 支援実施研修会に参加して
　事務局から仙台で行われる「研修会」への参加を打診され、案内を見るに４日間の研修とは容易ならぬ
ことと受け止め、恥を覚悟で参加させて頂きました。
　研修日程初日の12月７日（月）指定された「みやぎ被害者支援センター」へ入ると、講師の面々から温か
い眼差しで迎えられ４日間の研修のスタートである。
　この日から４日間の受講生となる同輩の女性３名（熊本・岐阜・群馬）の方々と挨拶を交わし、男性１
名である私との実年齢差はともかく気持は同年と、４名の輪から脱落しないよう行動をともにさせて頂
き、良いメンバーとの出会いに感謝申し上げる次第であります。
　今回の研修は直接支援実施研修であり、裁判所での傍聴研修ではセンターから付き添いをしている公
判の傍聴研修に遭遇し、その真剣な支援員の姿を見るに及び大変参考になりました。又、東日本大震災

での遺体安置所での悲痛な支援活動の状況を伺ってから被災地（仙台荒浜・名
取閖上・岩沼相の釜）を訪ねると、町が消え、千数百人の命を奪われたその跡
は静かで、各所にはメモリアルが建ち、只犠牲者となられた方々のご冥福をお
祈りさせていただきました。
　今回で今年度７回の研修が終了になりますとの説明があり、講師の先生方及
びその受け皿を担われたみやぎセンターの支援活動を目のあたりにし、井の中
の蛙である自身には大変刺激のある研修でありました。　　 70代　男性支援員

　中学・高校生を対象とした「命の大切さを学ぶ授業」を行っています。
　中学校については県内各警察署から18校を選定し、交通事故被害者遺族や警察職員の講
演会を開催し、当センターのスタッフも同席し、被害者が受けた「痛み」、残された遺族、
家族の癒えることのない「苦しみ」「悲しみ」「命」の大切さ・重さ等を学びました。
　講演会を通じ「命」の大切さについて作文を募集したところ、60作品（中学生53作品・高
校生７作品）の応募がありました。

・中学生の部
　　最優秀賞　題名「命の大切さ」　
　　　　　　　　郡山市立緑ヶ丘中学校　３年　桑島弓美さん
　　優 秀 賞　題名「今に生きる」
　　　　　　　　いわき市立中央台北中学校　３年　鈴木進太郎さん
　　　　　　　題名「命の大切さを学ぶ授業を終えて」
　　　　　　　　三島町立三島中学校　２年　菅家諒南さん
　　佳　　作　　猪苗代町立吾妻中学校　３年　金作銀乃さん
　　　　　　　　南会津町立檜沢中学校　３年　星ひかるさん
　　　　　　　　猪苗代町立吾妻中学校　３年　遠藤杏紗さん
　　　　　　　　三島町立三島中学校　　２年　渡辺梨花さん

・高校生の部
　　佳　　作　　県立田村高等学校　３年　三輪千恵さん
　　　　　　　　県立田村高等学校　２年　渡邉奈央さん
　　　　　　　　県立田村高等学校　３年　黒田夏希さん

５

命 の大切さを学ぶ授業作文コンクール

審査結果
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　実務に就いてから、つれずれなるままに記している
ノートを紐解くと、平成26年７月18日に第１回目の電話
相談デビューを果たし、今日（平成28年２月３日）で54回
目の出番ということになります。
　電話相談業務に就いて１年半余りを振り返ってみます
と、常に念頭にあったのは不連続の限られた出番のなか
で、いかに自分自身のモチベーションを維持し、いかに
センターへの帰属意識を育んでいくかということでした。
　そのために第１に、センターへの出番を増やし直接的
体験を重ねること。
　第２に、多くの既存事例に接し、間接的体験を積むこ
と。
　第３に、ブース内の各種資料を読破することを目標に
し、現在、未だ道半ばではありますが、少し自分の立ち
位置が見えてきつつある今日この頃です。

　　60歳代　男性支援員

　『犯罪支援者が無縁である』と『犯罪支援者が無援である』
では言葉の響きは似ていても内容が異なるものである。
　無縁は縁が無く関係の無い事を意味し、無援は助けの無
い事を意味する。多くの方が、犯罪とは無縁であって欲し
いと願い、不幸にも犯罪の被害者に遭われた方が無援にな
らないように望んでいる。
　犯罪被害者にとって、親身になって相談に乗って頂ける
場所があるというのはどれだけ心強い事だろう。
　私は、犯罪被害者支援員として関わりを持てた事を誇り
に思う。まだ、支援員として未熟で知識も足りないが、今
以上に精進し微力ながら役立ちたいと思っている。

40代　女性支援員

　支援活動員として、電話対応ブースに入るようになっ
てから１年が過ぎました。
　改めて感じることは、被害に遭われた方々の心に寄り
添う場の大切さです。被害者支援センターが全国にある
ことは、苦しみや葛藤を一人で耐えたり、抱え込んだり
しなくても良いのだと、被害者の心の拠り所として、再
び、日常の平穏な生活を取り戻せる支えとして重要な位
置にあることを感じています。
　ただ、私自身は経験の少なさ、浅さ、何が本当の支援
であるのか悩みながらの日々です。それでも事務局の方
や先輩支援活動員の皆様の力強いサポートのおかげで、
多くのことを学びながら活動してます。
　被害者の方々が少しでも早く穏やかな気持で日々を過
ごせるよう支援してまいります。

30歳代　女性支援員

　阪神淡路大震災が発生して21年が経過した。当時、母親
を災害で亡くしてから今日まで心の整理がつくまで20年が
必要であったとある女性がふり返った。親族を亡くした場
合、自然災害でも交通事故であっても癒やされることなど
決してないのだということ、あるいは整理がつくまでは長
い年月が必要であることが理解できる。
　被害者支援センターには、犯罪被害や交通事故被害、性
暴力被害などの相談が日々寄せられる。極めて突発的に発
生するこれらの被害者の方々にどう向き合えばよいのか本
当に悩むことが多い。支援活動員の言動が、被害者の方を
傷つけていないか、などとも考えてしまう。
　支援活動員となってまだ経験が少ないため、きちんとし
た対応はできないでいるのが現状であるが、被害者の方々
の話をよく聞いてその中からどんな支援ができるのかを考
えながら、今後活動していきたい。

60歳代　男性支援員

　被害者支援活動員となって１年半余りが過ぎますが、最
初の頃は不安で、電話が来ないことを祈っていました。初
めての電話も一人で対応できない相談でしたが、諸先輩や
センターの方々と話し合いをしたことで的確な相談対応が
できました。このような体制のおかげで私は安心して対応
ができるようになり、さらに、「経験が成長させてくれる。」
という先輩の言葉に勇気付けられました。また、相談者を
前にしての面接相談の支援も初めて経験させていただきま
したが、先輩方の対応や姿勢には学ぶことばかりでした。
　電話相談でも面接相談でも大事なことは、相談者の話を
聴く、傾聴することですが、同時にその難しさもかんじて
います。これから多くの経験を重ね、自己研鑽や諸先輩方
の経験や実際の対応から学んだ知識をもとに、相談者の気
持ちに寄り添った的確な支援ができるようになりたいと
思っています。

50歳代　女性支援員

　私は、第三期生の支援員として平成26年７月から月１～
２回の活動しかしていないため、今までも受けた相談件数
はあまり多いとは言えないし、相談内容もどう対応してよ
いかと思い悩んだようなこともなく１年半が過ぎてしまっ
た。
　記録報告を見ると先輩支援員の皆さんは、様ざまな難し
い事案に対しても相談者に対し的確にアドバイスがされて
いていつも感心をしているところである。
　日頃から幅広く情報の取得に心掛けて、センターで行わ
れる全体研修には出来るだけ参加し、先輩支援員の皆さん
に一歩でも近づけるようにしたいと思っている。

60歳代　男性支援員

　平成26年に研修を受け支援活動員として１年以上経過し
ました。研修においても電話相談業務においても、根幹に
あるのは「傾聴」ということを学びました。
　最近は、学校でも社会でも自分で考え、しっかりした意
見を持ち、発言することが求められていて、これ自体は生
きて行くうえで非常に重要なことです。しかし、これに過
度に固執すると人の意見は聞かない、他人の気持ちはわか
らない状況になります。現代社会を生きにくくしている一
因かもしれません。支援活動員は、このような態度では勤
まりません。業務を通じて「傾聴」を体験し、自分を客観的
に見つめ直す良い機会を得ることができました。また、事
件や事故のニュースに接した時、被害者や社会を見る視点
が変化しました。これは私の人生において目に見えない大
きな宝です。

　　　　　　　　　　　　　 60歳代　男性支援員

被害者支援活動員として
１年を経過して感じたこと

１年経過後の支援活動員の感想１年経過後の支援活動員の感想

平成27年度 第７回 支援実施研修会に参加して
　事務局から仙台で行われる「研修会」への参加を打診され、案内を見るに４日間の研修とは容易ならぬ
ことと受け止め、恥を覚悟で参加させて頂きました。
　研修日程初日の12月７日（月）指定された「みやぎ被害者支援センター」へ入ると、講師の面々から温か
い眼差しで迎えられ４日間の研修のスタートである。
　この日から４日間の受講生となる同輩の女性３名（熊本・岐阜・群馬）の方々と挨拶を交わし、男性１
名である私との実年齢差はともかく気持は同年と、４名の輪から脱落しないよう行動をともにさせて頂
き、良いメンバーとの出会いに感謝申し上げる次第であります。
　今回の研修は直接支援実施研修であり、裁判所での傍聴研修ではセンターから付き添いをしている公
判の傍聴研修に遭遇し、その真剣な支援員の姿を見るに及び大変参考になりました。又、東日本大震災

での遺体安置所での悲痛な支援活動の状況を伺ってから被災地（仙台荒浜・名
取閖上・岩沼相の釜）を訪ねると、町が消え、千数百人の命を奪われたその跡
は静かで、各所にはメモリアルが建ち、只犠牲者となられた方々のご冥福をお
祈りさせていただきました。
　今回で今年度７回の研修が終了になりますとの説明があり、講師の先生方及
びその受け皿を担われたみやぎセンターの支援活動を目のあたりにし、井の中
の蛙である自身には大変刺激のある研修でありました。　　 70代　男性支援員

　中学・高校生を対象とした「命の大切さを学ぶ授業」を行っています。
　中学校については県内各警察署から18校を選定し、交通事故被害者遺族や警察職員の講
演会を開催し、当センターのスタッフも同席し、被害者が受けた「痛み」、残された遺族、
家族の癒えることのない「苦しみ」「悲しみ」「命」の大切さ・重さ等を学びました。
　講演会を通じ「命」の大切さについて作文を募集したところ、60作品（中学生53作品・高
校生７作品）の応募がありました。

・中学生の部
　　最優秀賞　題名「命の大切さ」　
　　　　　　　　郡山市立緑ヶ丘中学校　３年　桑島弓美さん
　　優 秀 賞　題名「今に生きる」
　　　　　　　　いわき市立中央台北中学校　３年　鈴木進太郎さん
　　　　　　　題名「命の大切さを学ぶ授業を終えて」
　　　　　　　　三島町立三島中学校　２年　菅家諒南さん
　　佳　　作　　猪苗代町立吾妻中学校　３年　金作銀乃さん
　　　　　　　　南会津町立檜沢中学校　３年　星ひかるさん
　　　　　　　　猪苗代町立吾妻中学校　３年　遠藤杏紗さん
　　　　　　　　三島町立三島中学校　　２年　渡辺梨花さん

・高校生の部
　　佳　　作　　県立田村高等学校　３年　三輪千恵さん
　　　　　　　　県立田村高等学校　２年　渡邉奈央さん
　　　　　　　　県立田村高等学校　３年　黒田夏希さん

５

命 の大切さを学ぶ授業作文コンクール

審査結果



６

皆様からの心温まる善意に感謝を申し上げます。
（平成27年12月から平成28年２月までの寄付者等）

ふくしま被害者支援センター
被害者支援活動員を支えてくださる皆様

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（順不同・敬称略）

　次の方々から賛助会員等としての会費、ご寄付を頂きました。
　心からお礼を申し上げます。当センターの活動は、皆様方の温かいご支援に支えられております。
今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

※　個人情報保護を目的としてご芳名は希望される方のみとさせていただいております。

７

犯罪被害者を支援する
寄付型自動販売機の設置に協力を！

　当センターでは、被害者支援活動の充実を図るため、活動資金確保の一環として事業主様のご
協力により清涼飲料水を販売する被害者支援(寄付型)自動販売機を平成27年12月末現在41台設置さ
れております。

伊達物産㈱
（伊達市）

㈲勿来新聞サービス
（いわき市）

つばめ・ザ・ビーム相馬店
（相馬市）

㈱福島銀行
（福島市）

国際アート＆デザイン専門学校
（郡山市）

郡山ビジネス専門学校
（郡山市）

森本建設㈱
（棚倉町）

特別養護老人ホーム宮川荘
（会津美里町）

総合葬祭㈱あおき
（白河市）

盛英自動車㈱
（いわき市）

㈱倉島商店
（福島市）

アルファクラブさがみ典礼
（郡山市）

庄司建設工業㈱
（南相馬市）

特別養護老人ホーム
サニーポート小名浜

（いわき市）

セントラルMEGASTAGE1000
南相馬ジャスモール店

（南相馬市）

ニチイケアセンター東中央
（福島市）

日本製紙㈱勿来工場
（いわき市）

斎藤運輸工業㈱
（川俣町）

関場建設㈱
（南相馬市）

～ご協力ありがとうございます。～ （平成27年12月末現在）
被害者支援（寄付型）自動販売機を設置していただいている事業所

医療法人　佐原病院
（喜多方市）

猪苗代生コン
（猪苗代町）

東信建設工業㈱
（猪苗代町）

㈱ホンシュウ本社工場
（鏡石町）

大成建設㈱福島復興総合事務所
（福島市）

福島空港運輸㈱
（須賀川市）

㈱ホンシュウ長沼工場
（長沼町）

道の駅南相馬
㈱野馬追の里

（南相馬市）

㈱ホンシュウ天栄工場
（天栄村）

㈱アセラ
（猪苗代町）

エリエールプロダクト㈱
（いわき市）

（順不同・敬称略）

・ダイドードリンコ㈱ ・㈱ジャパンビバレッジH・D
・キリンビバレッジ㈱ ・コカ・コーライーストジャパン㈱ ・サントリービバレッジ㈱
・㈱サンベンディング東北 ・㈱サンベンディング相双 ・伊藤園

被害者支援自動販売機の設置協力企業

喜多方方部

県外

個人 （H27.12.1 〜H28.1.31）
福島方部 安斎　勇雄 石井　弘敬 今泉　満臣 岩渕　　敬 織田　裕美 加藤　喜芳 菅野　憲司
高橋　一郎 土屋美智子 坪井　　強 東城　輝夫 富樫　健一
福島北方部 我妻　良一 佐藤　洋一 高木　春雄 半澤　　晃 松本　圭人 間舩　芽生 穴澤　　啓
渡辺　　茂 伊達方部 髙橋　義広 松本　利雄 二本松方部 鈴木　善治
郡山方部 橋本　節子 渡邉　佳子 小濃　　勉 鬼頭　美鈴 千葉　　昇 田部千代子
郡山北方部 白石田俊幸 須賀川方部 福田　瑞夫 山口　慎吾
白河方部 大高　新一 束原　康文 宮本多可夫 石川方部 鈴木　　廣 田子　靖子 橋本　　亀
棚倉方部 齋藤　　茂 会津若松方部 高瀬　　淳 会津坂下方部 小野口拓夫 佐藤　善則
猪苗代方部 桑原　　大 鈴木榮太郎 いわき中央方部 國井　善男 矢野　　愼
いわき東方部 熊田　徳雄 小泉　　誠
法人・団体 （H27.12.1 〜H28.1.31）
福島方部 （一財）福島県自動車会議所 （一社）福島県警備業協会 （一社）福島県警友会

（一社）福島県交通安全協会 （一社）福島県歯科医師会 株式会社東邦銀行
株式会社福島銀行 （公財）福島県暴力追放運動推進センター 福島県商工会議所連合会
福島県中小企業団体中央会 福島民友新聞株式会社 安全運転管理川俣地区事業主会
（一社）福島県自動車整備振興会 （一社）福島県指定自動車教習所協会 株式会社日産サティオ福島
川俣地区安全運転管理者協会 川俣地区交通安全協会 （社）福島県医師会
（公社）福島県バス協会 東北電力株式会社福島支店 福島ヤクルト販売株式会社

福島北方部 協同組合県北地区浄化槽管理協会 福興産業株式会社 有限会社後藤設備
伊達方部 伊達物産株式会社 日野金属産業株式会社
二本松方部 ふくしまの地酒桜酒販代表取締役　佐藤朋圭
郡山方部 株式会社大東銀行 福島県経営者協会連合会 福島県精神科病院協会

医療法人桜井産婦人科医院　桜井秀 ゼビオ株式会社
郡山北方部 株式会社ナックス 東和株式会社 南達地方県内暴力排除推進協議会

本宮地区金融防犯協会 森株式会社
須賀川方部 株式会社釜屋 株式会社南部自動車学校 神田産業株式会社

福陽ガス株式会社
白河方部 株式会社ユートピア 東白商事株式会社 永野土木建設株式会社
石川方部 鈴五建設工業株式会社
棚倉方部 株式会社シーズ 藤田建設工業株式会社 森本建設株式会社

会津若松方部 会津オリンパス株式会社 会津商工信用組合 会津美里地区金融機関防犯協会
会津美里地区防犯協会 会津薬品産業株式会社 株式会社小野屋漆器店
佐藤内科小児科医院 丸果会津青果株式会社 三菱伸銅株式会社若松製作所

会津坂下方部 会津坂下地区安協・安管協・事業主会 喜多方地区金融防犯協会
猪苗代方部 安全運転管理猪苗代地区事業主会 猪苗代地区安全運転管理者協会 猪苗代地区交通安全協会

関東水力工事株式会社会津支社 猪苗代地区交通三団体チャリティーコンペ参加者一同
いわき中央方部 株式会社タイヘイドライバーズスクール 堀江工業株式会社 株式会社大海商事
いわき東方部 いわき小名浜ロータリークラブ 小名浜製錬株式会社小名浜製錬所 東邦亜鉛株式会社小名浜製錬所

日本化成株式会社小名浜工場 福浜大一建設株式会社
いわき南方部 岩電機工事株式会社 株式会社福陽自動車教習所 常磐共同火力株式会社

有限会社高林材木店代表取締役　高林一男
南相馬方部 伊藤冷機工業株式会社 相馬ガス株式会社 東北建設株式会社

丸三製紙株式会社 東日本旅客鉄道株式会社総務部総務グループ



６

皆様からの心温まる善意に感謝を申し上げます。
（平成27年12月から平成28年２月までの寄付者等）

ふくしま被害者支援センター
被害者支援活動員を支えてくださる皆様

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（順不同・敬称略）

　次の方々から賛助会員等としての会費、ご寄付を頂きました。
　心からお礼を申し上げます。当センターの活動は、皆様方の温かいご支援に支えられております。
今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

※　個人情報保護を目的としてご芳名は希望される方のみとさせていただいております。

７

犯罪被害者を支援する
寄付型自動販売機の設置に協力を！

　当センターでは、被害者支援活動の充実を図るため、活動資金確保の一環として事業主様のご
協力により清涼飲料水を販売する被害者支援(寄付型)自動販売機を平成27年12月末現在41台設置さ
れております。

伊達物産㈱
（伊達市）

㈲勿来新聞サービス
（いわき市）

つばめ・ザ・ビーム相馬店
（相馬市）

㈱福島銀行
（福島市）

国際アート＆デザイン専門学校
（郡山市）

郡山ビジネス専門学校
（郡山市）

森本建設㈱
（棚倉町）

特別養護老人ホーム宮川荘
（会津美里町）

総合葬祭㈱あおき
（白河市）

盛英自動車㈱
（いわき市）

㈱倉島商店
（福島市）

アルファクラブさがみ典礼
（郡山市）

庄司建設工業㈱
（南相馬市）

特別養護老人ホーム
サニーポート小名浜

（いわき市）

セントラルMEGASTAGE1000
南相馬ジャスモール店

（南相馬市）

ニチイケアセンター東中央
（福島市）

日本製紙㈱勿来工場
（いわき市）

斎藤運輸工業㈱
（川俣町）

関場建設㈱
（南相馬市）

～ご協力ありがとうございます。～ （平成27年12月末現在）
被害者支援（寄付型）自動販売機を設置していただいている事業所

医療法人　佐原病院
（喜多方市）

猪苗代生コン
（猪苗代町）

東信建設工業㈱
（猪苗代町）

㈱ホンシュウ本社工場
（鏡石町）

大成建設㈱福島復興総合事務所
（福島市）

福島空港運輸㈱
（須賀川市）

㈱ホンシュウ長沼工場
（長沼町）

道の駅南相馬
㈱野馬追の里

（南相馬市）

㈱ホンシュウ天栄工場
（天栄村）

㈱アセラ
（猪苗代町）

エリエールプロダクト㈱
（いわき市）

（順不同・敬称略）

・ダイドードリンコ㈱ ・㈱ジャパンビバレッジH・D
・キリンビバレッジ㈱ ・コカ・コーライーストジャパン㈱ ・サントリービバレッジ㈱
・㈱サンベンディング東北 ・㈱サンベンディング相双 ・伊藤園

被害者支援自動販売機の設置協力企業
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電話相談・支援受付時間
犯罪や事故の被害に関する相談

024－533－9600
SACRAふくしま（性暴力等被害相談）

023－533－3940
サ クラ シ エン

ふくしま被害者支援センターは

〔相談受付時間〕
　月曜日から金曜日（祝祭日、年末年始を除く。）
　午前10時から午後４時まで。

〔相談受付時間〕
　月曜日から金曜日（祝祭日、年末年始を除く。）
　午前10時から午後４時まで。
　但し月・水・金曜日は午後８時まで。

犯罪等による被害者やその家族、遺族の方々の被害の早期回復等の拠り所として

☆　電話や面接による相談
☆　裁判所や警察、病院等への付添い
☆　弁護士会、産婦人科医会等の関係機関・団体と連携しての支援
☆　犯罪被害者等給付金申請についてのアドバイス
☆　被害者同士の交流の場（自助グループ）の提供

を行っています。

相談無料・秘密厳守

賛助会員募集中
当センターは、活動経費の多くが皆様の会費、ご寄付により運営されています。

年 会 費  ○ 個人…1口　 2,000円より　○ 法人・団体…1口 10,000円より

福島県公安委員会指定「犯罪被害者等早期援助団体」　公益社団法人ふくしま被害者支援センター
〒960-8002　福島市森合町14-６ 第二福島トヨタビル2F（福島中央郵便局向かい）　TEL／FAX 024-533-7830

＊当センターは公益法人です。会費を納めたり、寄付をした場合は税法上の優遇措置があります。
＊寄付は金額を問いません。

編
集
後
記

　年明け早々、スキー客を乗せた観光バスの路外転落によって多く若い生命が失われた交通事故が発生しました。
　本県でも、平成17年４月に磐越道で高速バスが横転し乗客が死亡する交通事故がありました。当時、警察官が県外の被
害者に対し親身になって支援を行ったことが大きな話題となりました。
　今回のバス事故では、被害者等に本県の関係者はおりませんでした。
　本県で、多くの死傷者が出た事件・事故が発生した時に、センターとして何ができるか、どう対処すれば良いのかを常
に考えながら業務を進めたい。


